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令和８年度 「全国学力・学習状況調査」結果の概要について（お知らせ） 

 

清秋の候、保護者の皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日ごろは

本校の教育活動にご理解ご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、１学期に実施されました「全国学力・学習状況調査」における本校の調査結果を、愛知県版

結果分析ソフトにより分析いたしました。 

つきましては、下記のとおり分析の結果をお知らせいたします。ぜひご一読いただき、今後も保護

者の皆様のご理解とご協力をいただきながら連携を図り、より一層の教育活動の充実に努めていきた

いと考えております。よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 調査結果 

(1) 教科に関する調査 

【国 語】 

①全体的な傾向 

   ・問題の平均正答率は、愛知県および全国の平均正答率より下回っている。 

   ・「話すこと・聞くこと」の領域について、他の領域と比較すると理解力が高い。 

②問題の正答率から見た考察 

◇相当数の児童ができている問題 

    ・相手に伝わるように、理由や事例などを挙げながら、話の中心が明確になるよう話の構成

を考えること。 

    ・筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。 

    ・漢字を文章の中で正しく使うこと。 

◆課題のある問題 

    ・引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。 

    ・情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解して使

うこと。 

 

 

 

 

 

 

【算 数】 

①全体的な傾向 

＜指導改善のポイント＞ 

○目的や意図に応じて、理由や事例、引用などを用いながら、自分の考えが相手に伝わるように文

章の構成や表現を工夫する活動を通して、主体的に表現する力を育てる。 

○文章や図表などの情報を関連付け、情報と情報との関係を捉えたり、図などを用いて情報を整理

したりする活動を通して、必要な情報を的確に読み取り、活用する力を育てる。 



   ・問題の平均正答率は、愛知県および全国の平均正答率より下回っている。 

   ・「測定」の領域について、他の領域と比較すると理解力が高い。 

  ②問題の正答率から見た考察 

◇相当数の児童ができている問題 

    ・立方体の体積の計算によって求めること。 

    ・小数や整数と同じ十進位取り記数法の仕組みを理解し、条件に合う小数をつくること。 

◆課題のある問題 

    ・日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目して直方体の三つの辺の長

さを捉え、示された条件を基に、調べたい数量の求め方を数や言葉を用いて記述すること。 

    ・二次元の表から、条件に合う数を読み取ること。 

(2) 児童質問紙調査 

◇全国や愛知県の値より優れている項目 

   ・将来の夢や目標をもっている。 

   ・分からないことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することができる。 

   ・地域や社会をよくするために何かしてみないと思っている。 

   ・学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習へつなげ

ることができている。 

◆全国や愛知県の値と比べてやや課題があると思われる項目 

   ・学習以外でのスマートフォン等で SNSや動画視聴する時間が長い。 

   ・学校の授業時間以外で勉強している時間が少ない。 

   ・学校の授業時間以外で読書する時間が少ない。 

 

２ 調査結果から見た課題と今後の取組 

○児童が自ら考え、学びを深めることができる授業づくりに努めます。 

・友達との対話や協働的な学習を通して、自分の考えを広げたり深めたりするとともに、理由や

根拠を明確にして自分の考えを表現する活動を充実させます。 

・図や表、資料などの情報を活用し、既習の知識や技能を生かして課題を解決するなど、児童が

主体的に考え、学び方を工夫できる授業づくりに努めます。 

○児童が自分に合った学習方法を身に付け、主体的に学習する習慣の確立を図ります。 

・児童が学習内容や自分の課題に応じて学習方法を選択し、計画的に取り組めるよう、宿題や自

主学習の内容を工夫します。 

・家庭での学習状況を把握し、児童の学習の様子や課題を家庭と共有することで、学校と家庭が

連携して学習習慣の確立を支えていきます。 

＜指導改善のポイント＞ 

○図形を構成する要素に着目し、辺の長さなどの数量の関係を捉え、日常生活の問題を解決するた

めに、求め方を数や言葉を用いて表現する力を育てる授業を工夫する。 

○二次元の表から、条件に応じて必要な情報を正確に読み取り、数量の関係を捉えて問題を解決す

る力を育てる授業を工夫する。 

○数や図形、表などの数学的な表現を関連付け、既習の知識・技能を活用しながら、数量の関係を

多様な方法で捉え、表現する力を育てる授業を工夫する。 


